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役市村大

昭和 ~1 年 10月 20 日
f昭和U年4月H目第三種郵便物認可〉

図書舘利用状況

(話年4月~お年12月〉

学生一般一日平均

7.361人 1.3Z9 61人

4. 675人 731人 目人

lL036人 L060人何人

性別児童

男4.8 3 7人

女 Z.943入
計7.7 80人

(ー〉

産
業
ま
つ
り
盛
況
に
終
る

各
町
の
奉
納
踊
や
黒
丸
踊
り
も
参
加

秋
た
け
な
わ
に
く
り
ひ
ろ
け
た
才
一
回
産
業
祭
は
、

一
日

の
畜
産
共
進
会
を
皮

切

b
K予
定
し
た
各
行
事
と
も
盛
況
の
う
ち
に
終

b
ま

し

た

。

七

日

の

施

設

親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
で
は
農
産
加
工
テ

l
ム
が
優
勝
し
、
ま
た
十
五
日

よ
り

一一
日
聞
の
電
気
展
、
ビ
ジ
ネ
ス

V
ョ

1
は
新
し
い
試
み
だ
け
に
連
日
に
ぎ
あ
い
、

踊
h
y
町
の
清
水
一
家
や
み
こ
し
は
お
祭
h
y
気

分
を
い
っ

そ
う
も

b
あ
け
ま
し
た
。

な
治
県
下
の
民
芸
と
し
て
島
原
七
万
石
踊
、
平
戸
ジ
ャ
シ

ガ
ラ
師
、
五
島
チ
ャ

ン
ゴ
ゴ
踊
、
大
村
の
黒
丸
踊
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

定価 一部五 円

自
衛
隊
創
立

記
念
行
事

市
中
行
進
や
運
動
会
な
ど
ハ
商
工
水
産
課
〉

睡
上
自
衛
隊
大
村
駐
と
ん
部
隊

で
は
恒
例
の
創
立
記
念
行
事
を
十

}
月
一
目
、
一
一
目
、
三
日
の
三
日

間
つ
ぎ
の
要
領
で
開
催
い
た
し
ま

す
の
で
、
市
民
皆
様
の
お
い
で
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ム
市
申
行
道

ω円
時

十

}
月
一
日
午
前
十

時
t
十
一
時

川
経
路
下
波
止
l
本
町
一
丁

日
J
大
村
駅

t
本
堂
橋
l
大

村
部
隊
(
観
閲
台
は
農
協
前
)

ム
前
夜
祭

ω日
時

十

-
月
二
日
午
後
六

時
半
l
十
時
半

似
場
所
大
村
市
申
央
公
民
館

川
内
容

音
楽
隊
演
奏
隊
員

に
よ
る
潤
芸
そ
の
他

ム
秋
季
運
動
会

ω日
時

十

一
月
一
一
一
日
午
前
九

時
1
午
後
四
時

∞
場
所
大
村
部
陣
営
庭

川
内
容
名
物
の
仮
装
行
列
や

部
供
団
体
と
の
鼠
合

な
ど

な
お
一
一
一
日
は
隊
内
を
一
般
に
開

放
し
ま
す
.
(
庶
務
課
)

県
下
公
民
舘
大
会
開
か
る

第十三回
~~~~ 

と
の
問
題
を
酎
略
す
る
た
め
館

一
目
白
は
五
つ
の
分
科
会
に
分
れ

研
修
を
行
な
い
、
と
く
に
部
落
公

民
舘
の
問
題
が
重
要
で
あ
る
と
の

結
論
を
得
ま
し
た
.

第
二
日
目
は
パ
ス
に
分
乗
し
各

地
区
公
民
館
の
現
地
視
察
を
行
な

い
午
後
、
農
株
省
の
太
田
遼
一
郎

先
生
の
「
農
業
構
造
改
善
に
つ
い

て
」
の
購
演
が
あ
り
盛
大
に
お
わ

り
ま
し
た
.

{
教
育
蚕
員
会
)

く写真説明〉上から

黒丸踊ムお祭り気

分を盛 り上げ人気

のあった清水一家

踊ム観賞者でにぎ

あう値木盆栽展示

会A 歓迎祝賀会の

おどりA

ま
た
集
団
横
診
な
ど
?
発
見
さ

れ
た
患
者
の
約
七
割
の
人
は
結

核
に
か
か
っ
て
い
た
乙
と
を
知

ら
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
亡
い
ま

す
.

結

核

に

よ

る

死

亡

は

著

レ

く

て

い

な

い

た

め

で

、

ま

た

知

つ

も

の

で

す

.

川

減

少

し

、

昭

和

三

十

五

年

の

死

て

い

て

も

そ

の

三

割

の

人

が

治

ま

た

「

νン
ト
ゲ
ン
を
と
る
と
山

川

亡

の

数

を

十

年

間

と

比

較

す

る

療

を

受

け

ず

に

放

置

し

て

い

る

病

気

主

お
れ
る
」
と
恐
れ
る
山

川

と

四

分

の

一

以

下

に

な

っ

て

お

よ

ろ

な

現

状

で

あ

り

ま

す

。

人

も

あ

り

ま

す

が

、

乙

の

よ

う

川

…
り
ま
す
。
と
く

に

育

年

期

の

結

と

く

に

老

人

は

自

覚

裂

が
な
な
こ
と
に
筆
ま
わ
さ
ず
万
一
…

川

核

に

よ

る

死

亡

は

め

ざ

ま

レ

く

い

か

ら

と

放

っ

て

い

る

場

合

が

病

気

で

あ

っ

た

場

合

は

早

く

治

川

川

誠

少

レ

て

来

ま

し

た

。

乙

れ

は

多

く

乙

れ

が

感

染

源

に

な

っ

て

療

す

る

と

と

が

大

切

で

す

。

ま

…

川
結
核
に
よ
く

き

く

薬

が

発

見

さ

子

供

に

感

染

さ

せ

る

乙

と

も

あ

た

医

痕

費

も

国

の

補

助

老

う

げ

川

川
れ
た
こ
と
も
大
き
な
原
因
で
す
程
で
(
他
の
地
区
は
十
}
月
中
乙
れ
は
微
熱
が
出
た
り
、
咳
が
り
ま
す
。
「
老
人
は
結
核
に
は

る
乙
と
も
で
き
る
の
で
す
。

レ
山

川
が
、
学
校
、
職
場
な
ど
で
集
団
旬
に
実
施
レ
ま
す
)
レ
ン
ト
ゲ
出
た
り
、
食
慾
が
な
く
な
る
と
か
か
ら
な
い
」
と
い
つ
で
検
診
ン
ト
ゲ
ソ
車
が
来
た
広
必
ず
検
川

川
検
診
を
う
け
単
組
発
見
、
早
期

ン
車
が
市
内
移
巡
廻
レ
検
診
を
い
う
ぶ
う
な
俗
に
結
核
の
症
状
を
壁
け
な
い
人
が
あ
り
ま
す
が
診
桂
う
付
相
談
を
し
て
く
だ
さ
川

…
治
療
に
つ
と
め
た
た
め
と
恩
わ
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
.
と
い
わ
れ
て
い
る
症
状
が
現
れ
結
核
患
者
は
老
人
層
に
も
多
い
い
.
(
保
険
衛
生
損
)
叩

結
核
検
診
を
う
け
ま
し
ょ
う

れ
ま
す
.

と
れ
に
反
レ
老
人
や
家
庭
の
主

婦
は
慎
団
検
診
を
受
げ
る
機
会

が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
の
で

前
号
V
掲
蔵
し
た
と
お
り
の
日

職
業
訓
練
指
導
員
試

験
が
行
わ
れ
ま
す

県
で
は
乙
の
T
び
職
業
訓
練
指

導
員
鼠
験
を
つ
ぎ
に
よ
り
行
な
い

ム
期
間
お
よ
び
開
講
日
H
十
}
月
ま
す
。
ふ
試
験
職
種
H
H
自

動

車

整

備

工

、

人

造

真

珠

の

内

職

を

社

会

福

祉

事

業

に

六
日

t
十
一
月
二
十
日
の
毎
週

出
家
工
、

溶

態

工

あ

っ

せ

ん

寄

付

火
曜
日
、
木
曜
日

A
試
験
朗
自
H
悶
和
三
十
七
年

十

人

造
真
珠
製
造
の
内
臓
は
し
ば
市
内
今
村
郷
ニ
三
七
四
の
鳥
越

ム
時
間
H
午
後
二
時

t四
時

二

月

十

四

日

か

ら

十

二
月
二
十
ら
く
不
振
の
状
況
に
あ
り
ま
し
た
シ
ズ
子
さ
ん
は
亡
突
能
雄
さ
ん
の
大
村
荷
森
園
郷
の
今
監
さ
ん
は

日
ま
で
の
聞
に
指
定
す
る
日
が
最
近
ま
た
活
況
を
呈
し
将
来
の
忌
朋
に
際
し
、
香
典
返
し
の
志
と
去
ゐ
阻
和
三
十
四
年
九
月
よ
り
出

ム
申
込
資
格
日
市
内
在
住
の
男
女

八
日
試
験
地
日
長
崎
市
お
よ
び
佐
世
見
通
し
も
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
し
て
A
R
壱
万
円
也
時
九
月
五
日
市
業
労
務
者
と
し
て
渡
米
し
て
お
ら

職
業
伍
令
は
と
い
ま
せ
ん
。
保
市

(都
合
に
よ
っ
て
は
ど
ち

現
在
乙
の
内
職
の
周
平
均
般
入
福
祉
事
部
所
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
れ
ま
し
た
が
、

滞
米
朗
聞
を
結
り

ム
申
込
期
日
日
十
月
三
十
一
日
ら
か
一
方
の
み
で
行
う
乙
と
も

は
四
、
烹
千
同
で
す

。

市

内

上
久
原
八
一
一
一九
小
山
ユ
キ
ウ
ィ
ル
ソ
ン
号
で
十
月
二
十
五
日

。

受

講

料

日

不

要

あ

り

ま

す

)

大
村
市
販
肪
共
同
作
業
所
に
現
ヨ
さ
ん
は
亡
突
勝
太
郎
さ
ん
の
忌

横
浜
入
港
、
帰
国
さ
れ
ス
こ
と
に

A
講
師
u
H
小
松
長
大
教
綾
ム
受
付
期
間
H
十
月
十
五
日
か
ら

在
利
用
で
き
る
機
械
が
あ
り
ま
す
明
に
際
し
番
興
返
し
の
志
と
し
て
な
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
今
問
帰

大
村
裁
判
所
庶
麗
幌
長
十
月
三
十
一
日
ま
で
め
で
、

希
望
考
が
あ
れ
ば
割
安
の
金
壱
封
を
社
会
福
祉
事
業
費
ヘ
寄
因
さ
れ
る
本
県
関
係
者
は
十
五
名

金

沢

志

免

登

ム

提

出

書

類

N
受
験
申
間
曹
、
腰

借
料
で
内
職
が
で
き
ま
す
。
ま
た
付
さ
れ
ま
し
た
。
で
全
国
で
は
百
二
十
三
名

(
敏
育
祭
員
会
)
歴
書
、

戸
鰭
勝
本
又
陪
抄
本
、
機
械
を
買
取
り
た
い
人
に
は
安
値
ま
た
九
月
十
六
日
市
職
員
巻
通

(
践
林
製
)

:合:ja 
ioj 
えせ;:j

@j 

成
入
学
校
講
座
を

開
く

大
村
市
削
央
公
民
館
で
は
つ
ぎ

の
要
領
で
成
へ
学
級
4

申
開
き
ま
す

な
お
修
了
者
に
は
修
了
軒
曹
を

援
与
い
だ
し
ま
す
。

ム
科
目
H
家
醍
講
盛

ω嫁』
f

一姑
と
の
問
題
(
二
時
間
)

例
親
チ
関
係
の
問
題
(
二
時
間
)

刊
新
民
法
に
お
け
る
家
庭
ド
関

す
ス
開
館
(
二
時
間
}

伺
背
少
年
の
心
理
お
よ
び
不
良

化
の
問
題
(
四
時
間
)

写
真
、
各
-
部
詳
細
に
つ
い

て
は
長
崎
市
外
浦
町
三
十
三
長

崎
県
職
業
訓
練
蝶
ヘ
問
合
せ
て

く
だ
さ
い
。

で
処
分
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
じ
匿
名
に
よ
り
社
会
福
祉
事
業
費

で
、
く
わ
し
い
乙
と
ぞ
知
り
た
い

へ
金
壱
封
持
寄
付
さ
れ
た
方
に
対

か
た
は
大
村
市
橋
社
事
務
所
内
大
し
本
紙
季
以
て
厚
く
御
礼
申
し
あ

村
市
社
会
福
祉
協
麟
会
に
お
間
合
げ
ま
す
.

せ
く
だ
さ
い
。

第
十
三
回
長
崎
一
五
日
の
両
日
大
村
中
央
公
民
舘
で
一
の
創
造
発
展
に
資
す
る
た
め
、
公

県
公
民
舘
研
究
大
一
関
か
れ
ま
し
た
。
一
民
舘
経
営
を
い
か
に
改
善
す
べ
き

会
が
十
月
四
日
、

一
本
大
会
は
「
蛸
域
社
会
の
文
化
一
か
」
世
管
轄
題
と
し
グ
新
し
い
公
民

舘
活
動
の
道
標
を
A
J
ち
立
て
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

(
福
祉
事
務
所
)

(
福
祉
事
務
附
)

派
米
農
業

労
務
者
の
帰
国



図
書
館
ニ
ュ
ー
ス

婦
人
読
書
ゲ
ル
!
ブ

乙
の
婦
人
読
書
グ
ル
ー
プ
は
昭

和
一
ニ
キ
四
伍
六
月
大
村
連
合
婦
人

会
教
養
部
の
活
動
の
一
環
と
し
て

発
足
し
烹
じ
た
。

今
年
か
お
読
害
婦
人
学
級
と
な
り

現
在
市
内
婦
人
約
四
十
人
予
結
成

さ
れ
て
指
り
毎
月
二
十
五
日
に
市

立
図
書
館
に
集
り
指
導
者
の
助
言

な
ど
t
q
v
つ
け
銃
後
の
感
想
を
時
題

と
し
て
活
発
な
話
し
あ
い
が
つ
づ

付
ら
れ
て
い
ま
す
。

童
話
コ
ン
ク
ー
ル

毎
年
読
書
週
間
中
に
行
わ
れ
て

お
り
芳
一す
が
今
庄
は
+
月
二
十
七

日
午
後
一
時
か
ら
申
央
公
民
舘
で

市
内
各
小
学
校
の
児
童
に
よ
り
行

わ
れ
ま
す
。

と
の
申
か
ら
ニ
名
を
選
ん
で
十
一

月
十
一
日
課
早
で
行
わ
れ
る
県
下

コン
h

ク
ー
ル
に
出
場
す
る
と
と
に

な
っ
て
い
支
ず
~。(
教
育
委
員
会
)

一
抱
股
や
設
備
の
改
善
そ
は
か
る
と

一
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

従
来
一
人
十
円
の
入
場
料
か
ご
と
れ
rm
の
投
票
方
法
の
変
更
と

人
二
十
円
に
な
り
、
必
ず
徴
政
す
一
入
場
料
の
引
上
を
大
村
観
艇
で
は

る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。
(
十
五
一
十
}
月
三
日
(
十
一
月
第
一
節
)

才
未
満
は
除
く
)
一
か
ら
実
施
い
た
し
ま
す
。

と

の

入

場

料

に

よ

司

て

場

内

の

一

(

事
業
課
)

入
場
料
の
改
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